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玖珠町の概要

＜人口＞
１６，８１５人(H24-1-1)

＜基幹産業＞
農林業中心
商業・サービス業

＜学校数＞
小学校 8校
中学校 6校
高等学校 2校

OITA
玖珠町

福岡県

熊本県

宮崎県



導入の目的
－導入時の本校の主な課題－

＜生徒指導上課題のあった学校＞
・生徒が落ち着いて授業を受ける状況にない。
・教師が授業改善などに取り組む状況にない。

学力や体力の低下の主な要因

①内部環境（学校内）
②外部環境（保護者や地域） の２面から課題の洗い直し

対策に向けての分析



導入の目的

☆内部環境
学校教育目標・分掌組織の見直し、
学習規律・生活規律の改善

☆外部環境
「基本的生活習慣の向上に向けた地域や家庭との連携」

『コミュニティ・スクールの導入』
○保護者・地域の率直な願いを学校に伝えるツール
○保護者や地域と連携し、生徒を支える



•市 区 町 村

教 育 委 員 会

学 校 の 指 定

委 員 の 任 命

【一定の権限と責任を持った学校運営への参画】

（玖珠町学校運営協議会規則）
＜設置の趣旨＞
①「知」「徳」「体」バランスが とれた児童生徒の育成
② 家庭及び地域の教育力の向上
③地域と学校の相互理解を深め信頼される学校つくり
＜役割＞

①学校運営に関する基本的な方針の承認
②学校運営等に関する意見の申し出

③学校運営等に関する評価 など

学校運営協議会
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玖珠中学校コミュニティ・スクール（学校運営協議会）
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学校運営協議会（委員）の役割

【規則上の役割】

①学校運営に関する基本的な方針の承認
②学校運営等に関する意見の申し出（人事など）
③学校運営等に関する評価 など

【規則に付随する役割】

①学校支援コーディネーター
・地域の力を学校運営に導入し、学校運営の活性化を図る
②サポート隊
・地域住民の願いを反映させ、なおかつ学校長の学校運営
をやりやすくするための支援組織
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自治会より広い単位での協働のまちづくり



総 会

運営委員会

役員会

広報委員会

生活環境部会 地域づくり部会教育文化部会 健康福祉部会

事務局

老人会 婦人会 消防団
各種団体自治会

協議会の組織図
（例）

●総 会

最高決議機関

●運営委員会

役員会の運営をチェック

●役員会

執行機関として、協議会全体のと
りまとめ及び運営を担当

●事務局

庶務と自治会館の管理運営を担当

コミュニティ組織



○設置場所：中学校区を基本として

公民館に設置
○役 割 ：校区ネットワーク会議

の開催（情報共有等）
：人材バンクの作成

「協育」ネットワークを活用した総合的な子ども支援
（目標）学校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たしながら相互に連携して子どもの自己実現を支える

１ 学校支援事業
○学習支援、部活動支援
○環境整備、登下校見守り

※新たに取り組む活動

本の貸出返却・館内整理 等

情報提供・学習機会提供
相談対応 等

「協育」コーディネーター

校区ネットワーク
２ 放課後子ども教室事業
○文化やスポーツなどの体験活動等

退職教員、保護者、有資格者、自治委員、民生委員、児童委員
婦人会、老人会、読書グループ、企業、大学、各種機関 等

地域住民、専門家、企業、Ｎ ＰＯ、団体等

情
報

収
集

３ 学びの教室事業
○基礎学力の定着支援活動
（国語、算数・数学、英語等）

①依頼

連携・情報共有

支援者（ボランティア等）

放課後・休日等の活動
連携・情報共有

①依頼

②
依
頼

③
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援

小学校図書館支援活動

家 庭教育支 援活動

O-Laboサテライト事業の活用
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援
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地
域
協
育
担
当

【地域を担う人材の育成と期待される効果】＝「社会教育」
○学習成果の還元と生きがいづくり ○大人社会の再構築と地域の教育力向上 ○生涯学習社会の形成

平成２３年度
～

学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業

（地域「協育力」向上支援事業）

（福祉保健部局）

放課後児童クラブ
○適切な遊び・生活の場



「協育」ネットワークシステム

玖珠町運営委員会（社会教育委員会議）

校区ネットワーク

（玖珠自治会館）
＊各地区コミュ二ティ
運営協議会

【市町村】

【学校区】

校区ネットワーク
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＊各地区コミュ二ティ
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２ 今年度の取組（１）

１ 学校運営協議会の定例化

（月１回の開催）

・５月 委員任命、教育目標等の承認 他

・６月 学校評価アンケートの検討 他

・７月 学校視察

（吹奏楽部ミニコンサートを中心に）

・８月 学力向上会議

（今後の主な予定）

・9月（2学期活動内容） ・10月（前期学校評価）・11月熟議（ＰＴＡ合同）
・12月（2学期まとめ）・1月（次年度教育課程）・2月（学力向上会議）

・3月（次年度教育方針、後期学校評価）



２ 今年度の取組（２） 「支援」

２ 地域住民との連携

緑のカーテン設置

体育祭における盆踊り指導、出演

学習支援「夢かけはし塾」

①地域からの支援

吹奏楽部ミニコンサート



２ 今年度の取組（２） 「支援」

２ 地域住民との連携

②地域への貢献

・自治会館行事への参加（秋期）

吹奏楽部、美術部を中心に

・中学生議会の開催（１０月予定）

昨年は、地域コミュニティ運営

協議会委員と生徒との意見交

換会を実施



３ 保護者との連携

２ 今年度の取組（３） 「支援」

①ＰＴＡ総会においてコミュニティ・スクールの説
明と教育目標（案）の説明

②ＰＴＡ重点方針に教育目標の重点項目を位
置づける

「あいさつ運動」「はき物そろえ」「歩いて登校」



４ 学校評価（学校運営状況評価）

２ 今年度の取組（４） 「評価」

・保護者、生徒、教職員の評価に加え、自治
委員（地域コミュニティの協力）に外部アン
ケートを実施

・学校運営協議会委員を評価委員として指定

・評価結果を公表し学校運営に反映



４ 学校評価（学校運営状況評価）

２ 今年度の取組（４） 「評価」

○反映の例
平成２４年度保護者・地域アンケート結果より
※数値は（よくあてはまる＋あてはまる）

①玖珠中は地域の願いや声を聞いて教育活動を進めていると思うか
１学期 ５０％ → ３学期 ６２％
＜取組＞
・地域コミュニティ運営協議会との連携（校長の参加）
・学校運営協議会の定例化

②玖珠中は、保護者や地域と連携・交流のため努力しているか
１学期 ５２％ → ３学期 ７０％
＜取組＞
・自治会館行事への生徒参加

③玖珠中の生徒はよくあいさつするか
１学期 ５４％ → ３学期７７％
＜取組＞
・あいさつ運動の徹底



１ 当事者意識・参画意識の高まり

３ 学校運営協議会設置の効果（１）

（１）生 徒：地域貢献意識の向上

（２）教職員：地域の学校という意識の向上

（３）地域住民：おらが学校の意識の醸成

地域の活性化



学校

地域家庭

玖珠町教育行政
「学力向上推進計画」

玖珠町教育行政
「学力向上推進計画」

○玖珠地域コミュニティ

○「協育」ネットワーク

学校運営協議会
(コミュニティ・スクール)

○家庭学習
○家庭教育

ＰＴＡ
(生活規律など)

○生活指導

・生活規律の徹底 ・教育相談
・あいさつ運動 ・黙想集会

○学習指導

・学習規律の徹底 ・授業改善
・図書館活用授業 ・学習意欲の醸成

○知・徳・体バランスのとれた
子どもの育成

○地域とともに子どもを育む
学校教育の推進

・小中連携の推進
・地域に開かれた学校つくり推進
・家庭と連携した家庭学習の充実

規範意識向上
学力向上

・学校の取り組みの共通理解
・地域、保護者連携
・夢かけはし塾
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【目的】（玖珠町学校運営協議会規則）

○学校が掲げる教育目標の実現に向け一定の権限と責任を持って

学校運営に参画する。
①豊かな人間性を備えた生徒を育成すること

②家庭および地域の教育力を向上させること

③信頼される学校をつくること
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保護者との連携

○保護者の役割の明確化
・学校運営にとっての役割と地域住民としての
役割の明確化・意識化をはかり、学校運営協
議会と保護者との連携の意味あいを明確に
する必要があると考えています。

＜保護者の役割＞
①子どもを育てる ・・親としての取組
②地域を育てる ・・地域住民としての取組



地域との連携

○学校運営協議会（委員）の役割の明確化・意
識化

・学校運営協議会と地域コミュニティの学校支援
の部会が連携し、学校運営協議会の委員が

地域と学校を結ぶコーディネーターの役割を果
たす
・その上で、学校サポート隊の拡大につとめる



行
政

（
町
）

学
校
運
営

協
議
会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

周知・支援

行
政
支
援

大
分
県
教
育
委
員
会

課題(１)課題(２)

効果測定



４ 今後の取組（新たな取組として）

（１） 学校運営協議会委員とＰＴＡ役員との情
報共有をはかるための合同会議の開催（定
例化）

（２） 中学生議会の開催



【玖珠町町民憲章】

わたしたちは、玖珠町民であることを誇りとし、次のことばを定め、
豊かで明るい童話の里づくりをめざします。

1 自然を愛し美しいふるさとを守ります。

1 おとしよりを敬い子どもの夢を育てます。

1 汗して働くことを喜び誇りにします。

1 みずから学び文化のかおりを高めます。

1 ともに語り合い心のふれあいを大切にします。

（昭和60年3月1日制定）


